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上記日程で第 18 回（社）北海道臨床工学会（昨年までの学術大会

す。日常業務及び創意工夫、研究など奮って多数の演題発表をお願

おかれましては、時節柄、御多忙のことと存じますが多数の参加をお願

演題募集方法など詳細が決定次第、北海道臨床工学技士会ホ

（http://hcea.umin.ac.jp）。 
 

発表者の皆様へ 
１． ご発表頂きます時間の少なくとも 30 分前までに必ず会場受付にお
す。ファイルが開かないなどのトラブルを考え早めにお越し下さい。

２． 一般演題は口演６分、討論２分とします。時間厳守でお願い致しま
10 分前には次演者席にご着席下さい。 

３． 全会場、コンピュータープレゼンテーションのみが可能です。35mm
のでご注意下さい。発表中のスライド操作は発表者に行って頂きま

４． 発表データファイルを保存したCD-R、USBフラッシュメモリのメディ
古いOSのPCで焼いたCD-Rのファイルが開けなかった、あるいは
不能となった事例がありましたのでCD-RとUSBフラッシュメモリの両
す。MOやフロッピーディスクなど他のメディアはご利用できません

５． 事務局にてご用意しておりますパソコン（Windows）には OfficeXP の
おります。上記環境にて正常に作動するデータのご用意をお願い
対応ソフトはWindows 版 Microsoft の Power Point のみです。 

６． Macintosh で作成したファイルはWindows で動作確認をしてからお

７． 動画は可としますが、そのファイルを作成した PC以外で再生する場
になります。また事務局で用意するPCに動画再生に必要なVideo
再生できないことが多々ありますのでご自分の PC を持参して下さい

８． ファイルの修正は PC受付コーナーで対応できるようにします。 

９． フォントは文字化けを防ぐため、下記フォントを推奨します。 
 ■日本語・・・・・MS ゴシック、MS 明朝 
 ■英 語・・・・・Century、Century Gothic 

10. 発表された方は原稿を会誌に掲載いたしますので、この後の投稿規
下さい。 
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「（社）北海道臨床工学技士会」 投稿.執筆規定 

1. 北海道臨床工学技士会会誌では、研究論文、研究速報、症例報告など、出来るだけ他誌に未発表の原

稿を掲載します。 

2. 投稿は北海道臨床工学技士会会員とします。 

3. 原稿提出の基本 

 1）原稿の大きさはA4判（縦使用）横組み、パソコンにて、1行40字×40行（1600字）にしてください。

 2) 図表はA4用紙に図表だけをプリントアウトした物を提出してください。 

3）原稿枚数は規定しませんが、図表の合計は10点以内を目安にしてください。 

4）図表を含めた提出原稿は、原本の他にコピーを添付してください。 

5）作成した原稿は、プリントアウトしたもの1部と3.5inchのフロッピー（Windowsのﾌｫｰﾏｯﾄでワード文かﾃｷ

ｽﾄﾌｧｲﾙで保存）を添付してください。なお、提出して頂いたメディアは返却致しません。 

4. 投稿原稿の採否は、編集会議で討議し決定します。また、編集規定に従い、原稿の加筆、訂正、削除な

どをお願いする場合もあります。 

5. 原稿執筆の順序 

1）見だし番号は以下の様にしてください。 

     １. ＿＿＿＿＿＿見だし 

       1）. ＿＿＿＿＿＿小見だし 

        (1) 

2) 研究論文、研究速報および症例報告の記載は以下の様にしてください。 

    １. 緒言   （はじめに、まえがき） 

    ２. 研究方法 （対象、症例、方法） 

    ３. 研究結果 （結果） 

    ４. 考察 

    ５. 結論   （結語、まとめ、おわりに） 

6. 参考文献の記載方法 

  本文中の参考文献番号は右肩付文字で下記要領で記載してください。なお、共著の場合は、その氏名

を3人とし、3名以外の扱いは、「3人目の氏名,ほか:」と記載してください。 

1）参考文献の書き方 

     （1）雑誌の場合 

         ・著者名,共著者名,共著者名,ほか : 論文題名, 雑誌名巻(号); 初頁-終頁,発行年. 

     （2）単行本の場合 

         ・著者名 : 書名. 版, 出版地. 出版社. 発行年. 初頁-終頁 

7. 図表の規定（写真は図として扱う） 

1）図表に使用する文字は明朝体を使用して下さい。 

2）提出する図表は、白黒で光沢鮮明な手札以上の写真、または同等以上の解像度を有したものにし

てください。 

3）表題は、図は図の下に、表は表の上に記載してください。 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

かとご多忙とは存じますが、皆様多数の参加を

願いいたします。開催概要、申込方法などは

社）北海道臨床工学技士会ホームページ

ttp://hcea.umin.ac.jp)または各記載のweb サイト

ご覧ください。 

***************************************** 
月１５日（土）１３：３０～１６：００ 

電気メス安全セミナー ２００７」 

  会場 国際館パミール 6F 日高 

***************************************** 
月２１日（金）１３：００～ 

第 46回日本生体医工学会 北海道支部大会」
  会場 北海道大学大学院情報科学研究科

情報エレクトロニクス棟 1階 A12
ttp://bmisys.bme.eng.hokudai.ac.jp/mewww/
dex.html 

***************************************** 
月２８日（金）、２９日（土） ８：００～ 

第 29回日本手術医学会総会」 
  会場 ロイトン札幌 ２階 ホワイエ 

ttp://www.jtbpco.co.jp/jaom2007/ 

***************************************** 
０月２０日（土） 
第 16回日本集中治療医学会 北海道地方会」
  会場 旭川北洋ビル 

ttp://www.jsicm.org/local/2007chihoukai.html 

***************************************** 
１月１０日（土）１３：００～ 
アフェレシス技術講習会」 
  会場 札幌コンベンションセンター  

***************************************** 
１月２５日（日） 
第 2回医療安全セミナー」 
  会場 北大学術交流会館 

***************************************** 
２月２日（日） 
第 18回(社)北海道臨床工学会」 
  会場 札幌コンベンションセンター 

***************************************** 
 

◆RM ニュース◆

遅れた重体の患者死亡＞ 

屋の病院で3月に心臓手術後の70代の女

が不整脈のアラーム装置が作動せず救命

遅れ、重体になった事故で、同病院は 19

性患者が既に 3月下旬に死亡していたこと

かにした。 

病院によると、愛知県警が病院側から通報

、関係者を任意で事情聴取。病院は同日、

設置した事故調査委員会の報告書を公表

 

患者は 2月に重い心臓病で搬送され、手術

た。3 月上旬に集中治療室（ＩＣＵ）で心室細

う不整脈を起こしたが、アラームが鳴らず、

タッフが約8分間異常に気付かなかった。そ

意識不明の重体になり、事故から十数日後

下旬に死亡した。 

調査委員会の報告書などによると、原因は

器に心拍数が 2倍に誤表示されたため、ス

が調整中に不整脈を察知する重要な心電図

ムをオフにしたと推定している。 

は「患者と遺族に申し訳ない」と謝罪した

者は司法解剖され、捜査対象になっている

因などは言えない」としている。         

（7 月 20 日：共同通信社）

傷つけ患者出血死＞ 

県の病院で０２年、同市の会社役員の男性

６７歳）が、心臓手術中に大量出血し死亡し

事故で、県警捜査１課と越谷署は、執刀し

（５９）と当時の主治医（４１）を、業務上過失

疑で２０日にも、さいたま地検に書類送検す

を固めた。 

者によると、男性は０２年１０月１８日、狭心

臓の冠動脈バイパスの手術中、教授と主治

って左心房の一部に長さ数センチの傷を付

傷口を縫合したが血圧が低下、人工心肺装

液を循環させたところ大動脈が裂ける乖離

り）を起こし、男性は約１１時間後に大量出血

した。 

は、教授ら２人が心臓を傷つけたほか、人

装置の送血管を通した際に血管の内壁を

るなどのミスがあり、死亡につながったと判

とみられる。主治医は心臓の傷を遺族に伝

人工心肺で送血したら血管が乖離した」と説

４カ月後に病院関係者の内部告発で、心臓

つけていたことが発覚した。           

（7 月 20 日：毎日新聞社）
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＜点滴ミスの看護師略式起訴＞ 

鹿児島区検は 19日までに、点滴ミスで男児を死

なせたとして、業務上過失致死の罪で鹿児島県の

病院に勤務していた看護師（２９）を罰金 50 万円が

相当との意見を付け、略式起訴した。 

 起訴状によると、看護師は2001年4月、入院して

ぜんそく治療を受けていた当時 5歳の男児に抗不

整脈剤を点滴中、男児との会話に気を取られ、規

定を大幅に超える流量で薬を投与。男児を低酸素

脳症に陥らせ、02 年 11 月、多臓器不全で死亡さ

せた。 

 看護師と同時に書類送検された女性医師（４１）

について、区検は「適切な指示はしていた」と起訴

猶予にした。 

男児の両親が民事訴訟を起こしたが、病院側が

約 7500 万円を支払うことで和解している。   

（7 月 20 日：共同通信社）
 

＜停電で人工呼吸器止まる  
入院の女性が死亡＞ 

奈良県の病院で電気工事のミスが原因の停電

があり、予備バッテリーのない人工呼吸器1台が停

止、女性患者（７３）が約 41 時間後に死亡していた

ことが 10 日分かった。 

 病院によると、停電は 5日午前 10 時からの約 5

分間。直後に看護師が人工呼吸器の停止に気付

き、女性に手動ポンプで人工呼吸をしたため、脈

拍や血圧は正常に戻ったが、7 日午前 3時半、急

性心臓死で死亡した。 

 業者が大型の医療機器の設置工事をした際、電

源以外に自家発電装置も止めるミスがあり、人工呼

吸器のうち、予備バッテリーのないタイプ 1 台が停

止したという。女性は 1日に心肺停止の状態で病

院に運ばれ蘇生（そせい）、入院中だった。 

 病院側は「死亡までに時間がかかっていることな

どから、人工呼吸器の停止との因果関係はないと

判断した。通常の死亡と同様、市には報告してい

ない」と説明している。 

（8 月 10 日：共同通信社）

 

第２回血液浄化セミナー終了
 

 去る 8月 19日（日）第 2回血液浄化セ
ミナーが開催されました。何かと多忙な時

期にもかかわらず多くの方々にご参加頂

きありがとうございました。また講演頂い

た諸先生方にもこの場を借りて篤く御礼

申し上げます。 
年会費自動口座振替手続きのお願い

 年会費の振り込み忘れなどによる滞納者が

多く、会の運営にも支障が出てきておりま

す。まだ手続きをされていない会員の方には

是非とも自動口座振替制度についてご理解

頂き、こちらを利用していただくよう強くお願

い申し上げます。 

なお手続き等に関しましては技士会ホー

ムページをご覧下さい。 
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